
「命を守る」が最優先課題だ！
11年が過ぎた東北の被災地からは復興の進捗具合と合わせ、戻らぬ住民など巨大災害後
の難しい課題が伝えられます。そんな過去の災害から私たちが学ぶべき最大の課題は、い
かにして大事な人の命を守れるかです。多くの会員の方は親しい方を亡くすつらい経験を
していることと思います。しかし災害で突然その命が奪われる辛さは計り知れないものが
あるでしょう。
よく言われるような備蓄、避難、生活再建などの問題は全て命があってこそ出てくるもの
です。しかし現実には発災後の生活維持のための準備はしていても、肝心の命を守る備え
はなかなか進みません。地震災害が一番考えられる私たちは、まずは我が家を見直し、住
居が命を奪う箱になってはいないかを点検する必要があります。それを周りの親しい方に
も伝えることが災害ボランティアの大切な活動だと思います。「守ろう、大切な人の命」
を心に刻みたいと思います。
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11回⽬の3⽉11⽇を迎えて

写真は２０１２年４⽉に偶然通りか
かった南相⾺市萱浜（こいはま）地区
で⾒た光景です。その時はこのこいの
ぼりの意味を知りませんでした。ここ
が映画「Life⽣きていく」で取り上げ
られ、深く知ることができました。
⼤事な我が⼦や親を災害で失い、未
だ⾒つからない親の深い深い悲しみと
⼦供に寄せる思いを知ることができま
した。
災害で突然⼤事な命を失うこの悲し
みを共有し、新たな悲しみを作り出さ
ないよう災害ボランティア活動を進め
ましょう。

（宇⽥川）

防災コラム 「非常時の合図」
家が崩れたり、家具が倒れてドアが開けられなくなって閉じ込められたらどうしましょうか。

叫び続けても外まで届きにくいだけでなく、体力を消耗してしまう危険性があります。その
ために笛を手が届くところに置いておく(キーホルダーにつければ外出時も大丈夫)ことが大
事です。その時の吹き方はモールス信号のSOS（トントントン・ツーツーツー・トントント

ン)で吹くと緊急性が伝わって良いでしょう。 （宇田川）
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「誰か手を貸してください」?
「誰か手を貸してください」この言葉、よく聞いたり、よく使われるかと思います。
私は、国際レベルのファーストエイドの資格を持っております。以前の講習では、要救
助者を見つけたならば、まず周囲に対して「誰か手を貸してください」と呼びかけろと、
指導されていました。しかし、今は違います。これでは、誰も手を貸してくれないのです。
職場での事を考えてみてください。「誰か手の空いている人」と声をかけられて、ご自
身が手伝いに動きますか？まず動かないでしょう。
人を助けるという場面では、「そこの男性、救急車を呼んでください」と、自分が指示
をしないと、誰も動いてはくれないのです。「誰か手を貸してください」と言うと、多く
の人が集まるでしょうが、横からいろいろ言うだけで、要救助者に聞きたい事を聞くのに、
かえって邪魔なのです。そのような時は「黙って！」と言わなければなりません。当然、
反発もあるでしょう。それでも、救命に向かう強い意志がなければ、要救助者は救えない
のです。
これも、時代の流れかもしれません。昔は「誰か手を貸してください」と言えば、協力
してくれる人は集まりました。今は、冷ややかに遠目で見るだけなのです。
そんな時代にあって、ボランティア活動をすることには、多くの難しさがあります。そ
れでも、行動しなければ、被災者は支援できないのです。
3月には、東日本大震災の祈念日がやってきます。そんな時を迎えるにあたって、少し考
えてみてはいかがでしょう。 （岩撫）

（注） イラストは、以下から使⽤許諾を得ましたが、商⽤利⽤は控えてください。
https://www.ac-illust.com 2

連絡会ニュース100号に思う
2012年7月から始まった連絡会ニュースですが、今年の1月に

100号が重なると言う気分的にはめでたい区切りを迎えました。
発刊当初は誰が原稿を書くのかなどの意見が出され、先行きを
不安視する向きもありましたが、会員の活動を紹介したり、災害
本の案内をするなどできるだけ会員が関わる仕掛けを作ってきた
つもりです。特に「我が家の防災シリーズ」は多くの会員に好評
でした。こんな災害対策をしていますの投稿はとても意味があり
ます。個々の家庭での災害対策の推進こそが一番重要な減災対策
だからです。それにより環境が良くない避難所に行くことも避け
られます。
そのような会員の経験や意見を周りに伝える事はとても大切な
減災行動です。そのきっかけとしてこの連絡会ニュースを配るの
を試してみませんか。今も地元に撒いたり、同じマンションで閲
覧して貰ったり、町会長さんに届けたりしている会員は多くいま
す。団体会員なら必要数を届けることもできます。ニュースを渡
すことから災害の話のきっかけ作りができるのではないでしょう
か。
今後も多くの会員の協力をいただいて、連絡会ニュースをより
意味のある、役に立つものにしていきましょう。

（宇田川）

記念すべき「創刊号」



パッククッキング

パッククッキングは、「高密度」という熱に強

いポリ袋（なるべく厚さ0.01㎜以上）に食材を
入れ、空気を抜いて袋を結び鍋で湯煎します。
ゆでる、蒸す、煮込むなど一度に数種類の料理
を作ることが出来、食べる人に合わせて一人分
だけ作ることもできるので、アレルギーのある

方や食に配慮の必要な方にも安心な食事を温か
いまま提供できます。
調理器具の洗い物も少なく、衛生的で、省エネ
ルギーなので災害時には大変有効です。

[パッククッキングを安全に行うために]

＊食品保存に適したポリエチレン製の穴や傷が
ない袋を使う
＊熱に強い高密度ポリエチレン（なるべく厚さ

0.01㎜以上）が望ましい
＊低密度ポリエチレンの場合は煮立てるような
高温調理には適さない
＊加熱する調理の場合は、ジッパーで開閉する
タイプの袋は適さない

＊スーパーの袋や、４５ℓなど大容量の物で結び
目が長くなり過ぎる物も適さない
＊食材が膨張するので、食材の量を調整する
＊膨張しても破裂しないよう、袋の中の空気を
しっかり抜く

＊湯煎の場合加熱で湯が溢れないように、鍋に
ポリ袋を入れても水量は８分目までにする
＊鍋端からポリ袋が飛び出て袋の端が炎にかざ
されることは厳禁
＊川の水や雨水などを加熱水に使うのも可能な

ら避けたほうが良い

ポリ袋・加熱用の水・鍋（鍋に代わるもの）と
カセットコンロがあれば、パッククッキングは
非常時に大変強い味方です。事故に気を付けて

日頃にも非常時にも活用しましょう。
（小澤）

農林⽔産省HP
https://www.maff.go.jp/j/zyukyu/f
oodstock/imadoki/imadoki01.html
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イラストコンテスト入賞作品決定
港北区災害ボランティア連絡会・第1回防災・減災イラストコンテストに多数のご応
募いただきありがとうございます。応募全６４作品から、入賞作品4作品を選ばせて
いただきました。なお、応募作品のすべてをホームページでご紹介させていただく
予定ですので、御期待下さい。

【編集後記】
○「誰か手を貸してください」と言えないのは、世知辛い事かもしれません。（岩撫）
○パッククッキング、以前災ボラでもやってみましたが、一度は体験するのが良いと思います。意
外と色々出来ました。（付岡）
○1987年発行の書籍"Nuclear War Survival Skills"のpdf版がネットで無料公開されています。
（室伏）

○この時期になると宮城県の大川小学校を訪れたことを思い出します。そこでの学びは生命を最優
先して正しい判断と行動を身につけることの大切さでした。（鴨下）
○イラストコンテスト応募作、力作揃いでとても楽しかったです。来年も実施できたらいいな、と
おもっています。（中島）
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